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1. 団体紹介



林業が成立しない民有林で、2006年活動開始

・1975年 廃村（代表 松浦の故郷）

・人が去り、人工林が荒廃

・所有者から承諾を得て、森林再生スタート



目的・ビジョン

未来の子どもたちへ
豊かな森を引き継ぐ

森林と共生する循環型社会の実現へ



事業内容

月2回の土日型 森のようちえん市民参加の植樹活動

森の中に佇むゲストハウス運営 山からまちへの木づかい



地球環境基金助成事業について

・1期目）2016年度～2018年度
・2期目）2019年度～2021年度

→2年目

プロジェクトの位置づけ
→「森と共生する循環型社会」の

実現のための根幹

親子体験プログラム(2019～) 小中学校への環境学習

未就園児と保護者対象プログラム(2019～)市民、企業参加の植樹活動



2. プロジェクトについて



プロジェクトについて

森林・里山を として し、

持続可能な森林保全を目指す

社会財 シェア



プロジェクト キーワード

1. 社会財

2. シェア

3. 所有者

森林・里山と人を結ぶ設計図 「時ノ寿の森 夢マップ」



個人 企業 地域

ＮＰＯ法人による
適正な森林経営管理

国・行政による
森林経営の公的支援

森林と共生する循環型社会

民有林の
「ナショナルトラスト化」

所有者に代わって、社会全体で
森林を守り、森林を利用する新たな仕組みづくり

プロジェクトの重点事項



プロジェクト 活動内容

森林・里山の公益的機能が維持、森の価値を「分かち合う」
暮らしが“地元地域“や”まち”に生まれ始める。



プロジェクト 活動内容

土日型の森のようちえん

小学生対象のプログラム[森のキッズ]

森のようちえんの親子に保全活動へ

森林ボランティア育成

大学の実習地として受入れ

企業人材研修の受入れ



3. 成果と課題



成果と現状



4. 今後の展望



今後の展望




